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青島：本日はお忙しい中、当社グループの 2025年度決算発表にご参加いただき誠にありがとうご

ざいます。CFOの青島でございます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 
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まず 3ページをご覧ください。本日のアジェンダでございます。こちらの順番で説明します。な

お、次期経営方針については、5月 19日に公表予定でございます。 
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5ページは、2025年度実績のポイントです。 

2025年度決算は、データセンタ関連製品の需要増加によって、前年比で増収増益。営業利益は前

回予想に対し 79億円増加し、639億円となりました。25中計の最終年度の財務目標値は全ての項

目で達成しました。 
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6ページは、26年度予想のポイントです。 

データセンタ市場は活況継続が予想され、これに関連する製品等は、収益伸長に貢献すると見込ん

でおります。一方で、中東情勢の影響は現時点で合理的に予想することが難しく、これらの予想に

は折り込んでおりません。引き続き状況を注視し、必要な対応を、適時適切に実施してまいりま

す。 
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7ページは、中東情勢緊迫化の影響です。 

現時点で、中東情勢に伴う決算影響は原材料や輸送費のコスト増、原材料等の不足による製造量・

販売量の減少、お客様での需要減などによる当社グループの売上減少といったことが予想されま

す。 

それぞれについて、例えば製品販売価格へのコスト増分の転嫁や代替品等への切り替え、あるいは

お客様との密な情報交換等による状況把握と製造面での柔軟な対応を行い、影響の緩和を図ってま

いります。なお、決算に与える影響がある程度把握できた場合や、顕在化した場合は、可能な限り

速やかに公表してまいります。 
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8ページは、株主還元です。 

25年度の期末配当は、足元の決算状況を考慮し、本年 2月に公表した 1株当たり 160円から 50

円増加の 210円を予定します。26年度以降の年間配当については、従来の方針を変更し、2030年

度までの期間において、企業価値向上に向けた投資を進めた上で安定的な株主還元を行うことを基

本に、株主資本の 3.5%を目途とした配当を実施することにしたいと考えております。 

これに伴い、26年度の年間配当は 1株当たり 220円を予想しております。配当性向 30%から低下

することとなりますが、将来の更なる事業成長、収益伸長によって、株主の皆様の期待に応えてい

く所存です。また、本年 7月 1日を効力発生日として、普通株式 1株につき 10株の株式分割をい

たします。 
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10ページは、25年度実績の要約 P/Lです。まずは前年比についてです。売上高および営業利益に

ついては次ページ以降で説明します。 

営業外収益は海外持分法適用関連会社が好調、円安による為替差損益の改善により増加。特別損益

は、退職給付制度の改定益と製品補償引当金繰入額の減少により改善しました。前回予想比につい

ては、データセンタ関連製品等の売上増により、営業利益が増加したことに加え、特別利益で株価

上昇に伴い、退職給付制度改定益が増加したことで、当期純利益が予想を上回りました。 
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11ページは、売上高の増減要因です。 

売上高は前年同期比プラス 1,058億円です。地金価格の変動、為替影響を除き、連結範囲の異動等

を含めた実質的な変動はプラス 735億円となります。実質的な変動の主な内訳は、情報通信ソリ

ューションで約 620億円増加。電装エレクトロニクス材料で約 150億円増加。機能製品で約 110

億円増加。エネルギーインフラで約 30億円減少。自動車部品・電池で古河電池の非連結化を含

み、約 130億円減少となりました。 
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12ページは営業利益の増減要因です。全体の増減要因、プラス 168億円は主に売上増と改善効果

等によるものです。 
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次 13ページから 16ページのセグメント別営業利益の前年比の説明は、3クォーター決算までの傾

向と同じため割愛し、前回予想比で説明いたします。 
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14ページ、情報通信ソリューションは、データセンタ関連製品等の売上増や為替影響により、約

18億円上回りました。エネルギーインフラは機能線や送配電部品の売上増や原価低減等により、

約 16億円上回りました。 
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15ページ、自動車部品・電池は、為替や労務費上昇に伴うコストアップに対するお客様との価格

交渉が進んだことにより、約 20億円上回りました。電装エレクトロニクス材料は、銅価が想定よ

り安定したことでプラスとなり、約 19億円上回りました。 
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16ページの機能製品セグメントとサービス・開発等は、ほぼ前回予想並みとなりました。 
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17ページは、要約 B/Sです。 

総資産は 1兆 664億円で、前年度末より 783億円増加です。古河電池グループや瀋陽古河等の再

編に伴い減少しましたが、売上増加に伴い、売掛金や棚卸資産が増加。株価高騰や、退職給付制度

改定に伴う退職給付信託の返還により、投資有価証券が増加したことが主な増加要因となります。 

各経営指標はおおむね改善しました。フリーキャッシュフローはマイナス 190億円。売上増加に

伴い運転資本等が増加したことや、設備投資が増加していることが主な要因となります。 
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続いて、26年度の予想について説明します。19ページをご覧ください。 

26年度よりマーケットを軸にした六つの新セグメントに再編し、データセンタ領域での事業成長

を加速させていきます。 
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20ページは要約 P/Lです。26年度より上期下期別に開示します。 

年間見通しの売上高は、1兆 4,600億円、営業利益は 950億円、経常利益は 1,000億円、親会社株

主に帰属する当期純利益は 820億円の予想です。売上高と営業利益の詳細は後ほど説明します。

データセンタ関連製品が売上増となる見込みであり、前年度比で増収、各段階損益においても増益

となります。為替・銅建値の前提はこちらに記載のとおりです。 
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21ページは、売上高の増減要因です。 

地金価格の変動影響はプラス 487億円、為替影響はマイナス 43億円、実質的な変動はプラス

1,080億円となります。実質的な変動の内訳は、光ソリューションで約 450億円増加、情報コンポ

ーネントで約 1,100億円増加、メタルソリューションで約 250億円増加、エネルギーインフラで

約 100億円減少です。サービス・開発等には、古河電池グループの非連結化の影響、約 590億円

減少を含んでおります。 
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次、22ページは営業利益の増減要因です。 

売上高の実質的な増加により 505億円のプラス。賃金上昇による人件費増加や売上増に対応すべ

く、その他固定費が 250億円増加しますが、生産性改善や価格の適正化、製品ミックス等による

改善効果でプラス 105億円を見込み、25年度比で 311億円の増益となります。 
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23ページは割愛いたします。 

  

26年度予想-セグメント別 売上高・営業利益

23

* 電池事業のFY25実績値は、サービス・開発等に含む（FY25_Q3まで連結）

*

電池事業非連結化の影響
売上高 ：▲ 590億円
営業利益：▲ 18億円
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24ページは、セグメント別営業利益です。 

26年度の営業利益は前年比でプラス 311億円。このうち、データセンタ関連製品等の売上増に伴

い、光ソリューションと情報コンポーネント、二つのセグメントは、2倍以上の営業利益となりま

す。特に情報コンポーネントは、水冷モジュールの増産効果が本格的に発現する下期に増加いたし

ます。 
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25ページ、光ソリューションは前年比、増収増益の予想です。データセンタ市場は引き続き活況

で、データセンタ関連製品等の売上増により、増益見込みです。 
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26ページ、情報コンポーネントは、前年比増収増益の予想です。データセンタ市場は引き続き活

況で、注力ポイントに記載した高付加価値製品の増産、拡販により、データセンタ関連製品の増収

により増益見込みでございます。 
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27ページ、エネルギーインフラは前年比減収減益の予想です。国内超高圧や再エネ関連、機能線

の需要は引き続き堅調です。前年比減益ですが、事業特性上の想定内の推移でございます。 
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28ページ、自動車電装システムは前年比増収減益の予想です。自動車生産台数は前年並み、生産

性の改善を実施しますが、人件費高騰や自動化に伴う固定費増加や、中国地域での競争激化による

減益を見込んでおります。 

  



 
 

 

 
 
 

25 
 

 

29ページ、メタルソリューションは前年比増収増益の予想です。為替や銅価変動の影響を除く

と、ほぼ前年並みの売上となります。エレクトロニクス関連製品需要は緩やかな回復傾向であり、

高付加価値製品の拡販による製品ミックスの改善を実施し、増益を見込みます。 

  

セグメント別 売上高・営業利益（メタルソリューション）

• 概ね前年並み

エレクトロニクス関連製品需要は緩やかな回復傾向

注力ポイント

事業環境の認識

• 高付加価値製品の拡販による製品ミックス改善

• 販売価格の適正化と低採算品種の撤退

無酸素銅製品群
（パワー半導体・放熱部品用）

高機能抵抗材
（スマートフォン・xEV用）

リボン線・角線
（高性能インダクタ・メモリ用）

* 銅価・為替変動の影響（約500億円）を含む 29

*

FY26予想FY25
2,0001,695銅建値平均（円/kg）

150151為替平均（円/米ドル）

FY26_通期予想
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30ページは、設備投資額・減価償却費・研究開発費です。 

25年度の設備投資額はコストダウンを進めた結果、前回予想比を下回り、567億円となりまし

た。26年度の設備投資額は、主に光ソリューションと情報コンポーネントへの投資を進め、前年

比 933億円増の 1,500億円の予定でございます。 

また、研究開発費については、将来の成長に向けた研究開発投資を継続いたします。 

私からの説明は以上となります。 


